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４ 警防概要 

火災、その他の災害による被害を最小限度にとどめるために、新たな消防活動要領の構築、装備

の充実化を図り各種災害に対応しています。 

  また、平成１７年４月１日から東西方面本部制を導入し、方面指揮隊を創設して指揮体制の強化

を図るとともに、平成２５年４月１日から消防活動時における安全管理体制の強化を図るため、安

全管理支援隊の運用を開始しました。 

（１）地域防災支援等事業  

【第 58 表】地域防災支援等事業の担当割当状況 

行政区 門　司 小倉北 小倉南 若　松 八幡東 八幡西 戸　畑 計

区割り
21
校区

25
校区

26
校区

46
区自治会

25
自治区会

33
校区

16
地区自治会

192

担当小隊数 18 18 15 12 12 18 9 102小隊

                                                     （令和4年度）

【第 59 表】地域防災支援等事業実施状況 

計 門司 小倉北 小倉南 若松 八幡東 八幡西 戸畑

防 火・防災訓練 等（市 民防災会等） 70 9 14 4 12 5 15 11

防火・防災訓練等（事業所） 226 29 39 49 42 16 27 24

防火・防災講習（講演）会等 42 6 3 6 12 6 5 4

広 報 行 事 38 7 2 4 10 8 6 1

地 域 会 議 等 へ の 参 加 89 2 1 8 15 26 9 28

消 防 演 習 8 2 1 0 1 2 0 2

住 民 参 加 型 図 上 訓 練 （ Ｄ Ⅰ Ｇ ） 9 0 3 2 1 1 1 1

小 計 482 55 63 73 93 64 63 71

空 家 等 の 火 災 対 策 385 86 65 10 48 128 36 12

防火・防災の駐車対策 380 59 98 48 34 39 65 37

住 宅 防 火 訪 問 3,016 490 548 477 303 336 598 264

児童見守りパトロール 2,139 166 338 30 166 475 104 860

市 民 生 活 の 安 全 を
守 る た め の 各 種 施 策

3,929 1,230 772 217 318 798 281 313

小 計 9,849 2,031 1,821 782 869 1,776 1,084 1,486

10,331 2,086 1,884 855 962 1,840 1,147 1,557

（令和４年度）

区　　　　　分

地

域

の

防

災

力

を

育

む

地

域

を

災

害

か

ら

守

る

合 計

(注) 市民生活の安全を守るための各種施策の例示

　　・生活環境パトロール　・放火防止パトロール等
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（２）災害出動 

【第 60 表】災害区分による出動種別 

災　害　区　分

建 物 火 災
特 定 消 防 区 域
一 般 区 域
沿 岸 区 域

弱 者 施 設
中 高 層 建 物
地 下 街 （ 室 ）

林 野 火 災
平 尾 台 区 域
福 智 山 区 域
貫 山 区 域

沿 岸 区 域
高 速 自 動 車 道 等
そ の 他 の 区 域

危 険 物 火 災
一 般 危 険 物 施 設
石 油 コ ン ビ ナ ー ト

タ ン ク ロ ー リ ー

車 両 火 災
一 般 道 路
沿 岸 区 域

高 速 自 動 車 道 等

航 空 機 火 災
北 九 州 空 港
沿 岸 区 域

高 速 自 動 車 道 等
そ の 他 の 区 域

船 舶 火 災 船 舶 火 災

ト ン ネ ル 内 火 災
関 門 国 道 ト ン ネ ル
福智山・金剛山トンネル
一 般 ト ン ネ ル

鉄 道 ト ン ネ ル
高速自動車道等のトンネル

Ｐ Ｃ Ｂ 火 災 Ｐ Ｃ Ｂ 廃 棄 物 処 理 施 設 収 集 ・ 運 搬

そ の 他 の 火 災 そ の 他 の 火 災 高 速 自 動 車 道 等

救 助
一 般 救 助
水 難

高 速 自 動 車 道 等

救 急 救 急

集 団 救 急 救 助
集 団 救 急
集 団 救 助

Ｎ Ｂ Ｃ 災 害

離 島 災 害 離 島 災 害

警 戒
危 険 物 施 設
ガ ス

津 波
一 般 警 戒

災　害　出　動　種　別
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【第 61 表】災害種別毎の出動区分表 

合

計

方

面

指

揮

隊

機

動

指

揮

支

援

隊

指

揮

隊

消

防

艇

化

学

車

泡

原

液

搬

送

車

高

所

放

水

車

高

発

泡

照

明

車

救

助

工

作

車

は

し

ご

車

(

3

0

M

級

以

上

）

は

し

ご

又

は

屈

折

は

し

ご

車

タ

ン

ク

車

タ

ン

ク

又

は

ポ

ン

プ

車

災

害

対

応

多

目

的

車

特

殊

災

害

対

応

車

救

急

車

消

防

団

第一出動 9 1 1 1 1 4 1 2

第二 〃 13 1 1 1 2 1 1 5 1 5

第三 〃 16 1 1 1 2 2 1 7 1 7

第四 〃 19 1 1 1 2 2 1 10 1 必要数

第一出動 11 1 1 2 1 1 3 2 2

第二 〃 16 1 1 1 3 2 1 4 3 5

第三 〃 21 1 1 1 4 3 1 6 4 7

第四 〃 25 1 1 1 5 3 1 8 5 必要数

第一出動 10 1 1 1 1 1 1 3 1 2

第二 〃 14 1 1 1 2 1 2 1 4 1 5

第三 〃 18 1 1 1 3 1 3 1 6 1 7

第四 〃 23 1 1 1 3 1 4 1 10 1 必要数

第一出動 9 1 1 1 1 1 3 1 2

第二 〃 13 1 1 1 1 2 1 1 4 1 5

第三 〃 17 1 1 1 1 3 2 1 6 1 7

第四 〃 20 1 1 1 1 3 2 1 9 1 必要数

第一出動 2 1 1 2

第二 〃 6 1 1 1 3 3

第三 〃 9 1 1 1 6 5

第四 〃 13 1 1 1 10 必要数

第一出動 17 1 1 1 2 1 1 2 　 1 2 3 1 1 必要数

第二 〃 26 1 1 1 1 4 1 1 3 3 3 4 1 2 〃

第三 〃 31 1 1 1 1 6 1 1 3 4 3 6 1 2 〃

第四 〃 35 1 1 1 1 6 1 1 3 5 3 9 1 2 〃

第一出動 20 1 1 1 1 2 1 1 1 2 1 1 3 1 3 2

第二 〃 28 1 1 1 1 3 1 1 1 4 2 1 5 1 5 必要数

第三 〃 33 1 1 1 1 4 1 1 1 5 3 1 7 1 5 〃

第四 〃 37 1 1 1 1 5 1 1 1 5 4 1 9 1 5 〃

第一出動 8 1 1 1 1 1 2 1 2

第二 〃 16 1 1 1 1 1 1 2 2 5 1 必要数

第三 〃 25 1 1 1 1 3 1 1 4 4 7 1 〃

第四 〃 31 1 1 1 1 4 1 1 5 5 9 2 〃

第一出動 5 1 1 1 1 1 〃

第二 〃 9 1 1 1 2 2 2 〃

第一出動 15 1 1 1 2 3 1 6 〃

第二 〃 24 1 1 1 3 6 2 10 〃

第三 〃 41 1 1 1 5 16 2 15 〃

第四 〃 49 1 1 1 7 21 2 16 〃

集団救急救助

（集団救助）

航空機火災
（北九州空港）

石油コンビナート

地区火災

（沿岸区域）

救助

（一般）

船舶火災

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和5年4月1日現在） 

弱者施設火災

中高層建物

火災

（一般区域）

区　分

建物火災

（一般区域）

林野火災
（その他の区域）

地下街（室）

火災

（一般区域）
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【第 62 表】署別出動状況 

　　　　　　　　　署所別

　　区　分

計

管

内

別

門

司

本

署

老

松

分

署

松

ケ

江

分

署

門

司

西

分

署

小

倉

北

本

署

浅

野

分

署

井

堀

分

署

富

野

分

署
144 門 20 31 17 19 3 17 3 16
330 北 3 5 76 70 30 33
235 南 3 8 1 44 12 7 21
171 若 1 2 6 8 1
99 東 8 5

184 西 1 1
50 戸 5

計 1,213 計 26 31 25 26 133 105 59 72
101 門 22 32 5 9 1 18 7
104 北 7 25 18 6 27
90 南 1 1 4 7
83 若 10 2
71 東 1 2

148 西 1 1 3 2
24 戸 1

計 621 計 23 41 6 9 26 53 8 47
130 門 44 42 28 16
240 北 1 108 46 21 47
190 南 2 1
91 若
87 東 1

276 西
66 戸 2

計 1,080 計 45 42 30 16 110 46 23 47
3 門 1 1 1
2 北 1 1
5 南
4 若
3 東

16 西
3 戸

計 36 計 1 1 1 1 1
847 門 278 330 125 111 1

1,056 北 2 1 1 3 362 213 154 216
1,107 南 12 2 1 2

493 若
516 東

1,453 西 1 2
269 戸 1 1 13

計 5,741 計 280 331 138 115 366 214 169 219
13 門 3 7 2
4 北 1 1 1

15 南
24 若
8 東

12 西
5 戸

計 81 計 3 7 2 1 1 1
4 門 1 2 1
4 北 2 1 1
5 南 2
3 若

東
3 西

戸
計 19 計 1 2 1 4 1 1

行政区別合計（門  司） 1,242 369 445 176 158 4 35 3 24
行政区別合計（小倉北） 1,740 6 8 1 8 574 349 213 325
行政区別合計（小倉南） 1,647 3 1 23 1 49 17 7 30
行政区別合計（若  松） 869 1 2 16 8 3
行政区別合計（八幡東） 784 9 6 2
行政区別合計（八幡西） 2,092 1 1 1 3 3 3
行政区別合計（戸  畑） 417 1 1 21

合　　　　計 8,791 379 455 200 169 640 420 261 387

あ ん し ん 通 報 シ ス テ ム

緊 急 通 報 シ ス テ ム

そ の 他

火 災

救 助

警 戒

ガ ス 警 戒

あ か き ゅ う
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（令和4年中）

小

倉

南

本

署

三

谷

分

署

新

曽

根

分

署

臨

空

分

署

若

松

本

署

石

峯

分

署

（

島

郷

分

署

）

藤

ノ

木

分

署

ひ

び

き

の

分

署

八

幡

東

本

署

枝

光

分

署

高

見

分

署

八

幡

西

本

署

折

尾

分

署

黒

崎

分

署

金

剛

分

署

上

津

役

分

署

戸

畑

本

署

大

谷

分

署
3 5 3 2 2 3

23 4 5 2 6 1 5 4 35 1 1 10 16
46 24 34 17 1 15 1 1

42 30 2 22 2 3 1 19 8 3 6 9 6
17 19 19 8 5 8 10

1 13 1 11 16 4 3 35 27 25 14 23 2 7
1 6 3 5 6 6 8 10

72 28 45 19 58 43 3 34 45 38 79 69 35 35 14 29 40 50
1 5 1
3 7 1 3 1 6

25 15 26 6 3 1 1
12 17 15 21 3 1 2

1 23 5 12 18 1 1 7
7 6 3 2 48 17 7 16 34 1

5 8 10
29 16 38 6 12 24 23 26 5 20 92 20 7 17 37 10 26

7 1 1 1 6 1
87 39 30 30 1

42 22 25 2
45 9 31 1

1 4 4 69 59 61 33 45
2 50 12

94 39 30 31 43 23 29 50 9 40 69 61 62 33 45 50 13

3 1 1
4

1 2
1 1 8 3 1 2

2 1
3 1 1 5 1 1 2 8 3 1 2 2 1

1 1
52 2 1 1 1 34 1 1 8 3

352 260 286 189 2 1
199 129 10 144 1 8 2

2 186 103 185 12 2 26
1 10 71 13 229 322 229 284 290 1

2 5 189 58
404 264 288 190 203 139 10 215 200 105 225 231 330 241 284 291 201 88

1
1
2 3 3 7

16 5 3
6 1 1

1 4 1 5 1
4 1

3 3 4 7 16 5 4 6 1 1 4 1 5 1 4 1

2 1
2 1

1 1 1

2 1 2 2 1 1
4 12 3 1 2 2 1 3

86 6 13 4 8 2 6 4 78 2 2 1 19 25
517 341 380 251 2 1 20 1 1 1 1

313 207 12 209 3 3 1 41 21 3 7 11 8
3 278 139 248 26 17 1 11 44

2 32 1 94 36 4 5 394 430 323 355 393 2 9
1 6 3 7 13 11 261 92

607 350 406 255 334 239 13 306 328 160 365 475 451 346 356 403 307 179
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（３）消防用資器材の整備

【第 63 表】消防活動用資器材の配置状況（１） 

 特殊ボンベ

ボンベ

MPa

7

㍑

11
号
型

1.8
㍑

1.5
㍑

（

Ｏ

Ｚ

用

）

専

用

バ

ン

ド

付

20
m
巻

呼

吸

器

用

ス

プ

レ

ッ

ダ

ー

カ

ッ

タ

ー

コ

ン

ビ

ツ

ー

ル

ラ

ム

シ

リ

ン

ダ

ー

エ

ア

ー

ジ

ャ

ッ

キ

エ

ア

ー

ソ

ー

エ

ア

ー

カ

ッ

タ

ー

大

型

小

型

4 62 283 766 35 63 9 11 6 23 13 21 353 13 16 17 12 12 14 4 15 38

計 0 6 22 19 0 0 0 0 0 0 0 0 33 0 0 1 0 0 0 0 2 1

警 防 課

消 防 航 空 隊 2 4 2 1

訓 練 研 修 セ ン タ ー 6 20 15 31 2 1

計 0 7 49 116 5 9 1 1 2 4 2 4 61 2 2 2 2 1 2 0 2 7

本 署 （ 警 防 課 ） 5 19 41 23 2

老 松 分 署 2 15 39 5 9 1 1 2 4 2 4 19 2 2 2 2 1 2 2 2

松 ヶ 江 分 署 0 8 18 10 2

門 司 西 分 署 0 7 18 9 1

計 0 7 52 152 5 8 2 3 2 2 2 2 60 2 2 2 2 1 3 0 2 6

本 署 （ 警 防 課 ） 4 21 52 29 2

浅 野 分 署 3 12 40 12 1 2

井 堀 分 署 10 28 11 1 1 1

富 野 分 署 9 32 5 8 2 3 2 2 2 2 8 2 2 2 2 1 1 1 1

計 0 8 35 98 5 8 4 2 2 2 2 3 40 2 2 6 2 3 2 0 2 5

本 署 （ 警 防 課 ） 5 13 43 15 2

三 谷 分 署 0 4 10 4 1 1 1

新 曽 根 分 署 11 25 5 8 4 1 2 2 2 3 11 2 2 4 2 1 1 2 1

臨 空 分 署 3 7 20 1 10 1 2 1

計 0 6 28 87 5 10 0 1 0 5 1 4 31 2 2 3 2 3 1 0 1 5

本 署 （ 警 防 課 ） 6 11 44 14 1 1 2

石 峯 分 署 0 9 22 5 10 1 5 1 4 9 2 2 2 2 2 1 1 1

ひ び き の 分 署 8 21 8 2

計 0 5 35 89 5 10 0 1 0 4 4 2 46 2 3 1 1 1 1 1 1 5

本 署 （ 警 防 課 ） 1 14 37 21 0 2

枝 光 分 署 3 13 26 15 1

高 見 分 署 1 8 26 5 10 1 4 4 2 10 2 3 1 1 1 1 1 1 2

計 4 15 40 132 5 8 2 2 0 4 1 4 52 2 3 2 2 2 3 2 4 6

本 署 （ 警 防 課 ） 0 4 17 47 10 1 2

折 尾 分 署 1 3 7 25 13 1 1

黒 崎 分 署 1 2 6 20 14 1 1 1

上 津 役 分 署 1 2 6 22 5 8 2 1 4 1 4 8 2 3 1 2 1 1 1 2 1

金 剛 分 署 1 4 4 18 1 7 1 1 1 1

計 0 8 22 73 5 10 0 1 0 2 1 2 30 1 2 0 1 1 2 1 1 3

本 署 （ 警 防 課 ） 7 14 54 21 1 2

大 谷 分 署 1 8 19 5 10 1 2 1 2 9 1 2 1 1 1 1 1 1

カ

ッ

タ

ー

エ

ン

ジ

ン

29.4

A
1
型

 その他の呼吸器

空

気

切

断

器

ボ

ン

ベ

専

用

エ

ア

リ

ー

ル

エ

ア

ラ

イ

ン

マ

ス

ク

救

助

器

具

大

型

油

圧

空

気

救

助

バ

ッ

グ

八

幡

西

エ

ア

ラ

イ

ン

調

整

器

 酸素呼吸器

エ

ア

ラ

イ

ン

接

続

器

 空気呼吸器

呼吸器

L
3
0
0
型

L
3
0
型

 　　　　　　    　区分

   所属別

酸

素

ボ

ン

ベ

合 計

消

防

局

レ

ス

ク

マ

ス

ク

戸

畑

八

幡

東

門

司

小

倉

北
小

倉

南

呼

吸

器

若

松
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デ

ィ

ス

ク

式

エ

ン

ジ

ン

電

気

10 8 2 1 3 9 11 19 5 7 16 12 19 7 66 7 10 1 8 1 10 7 12

1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 2 1 0 0 2 0 1 0 0 0 2 0 0

1 1 2

1 1 2 1 2

1 1 0 0 1 1 1 1 1 1 2 2 2 1 15 1 2 0 1 0 1 1 2

9

1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 1 6 1 2 1 1 1 2

1 1 1 0 0 1 1 1 1 1 3 1 4 1 10 1 2 0 2 1 2 1 2

1 3

1 2

1 1 1 1 1

1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 5 1 1 1 1 1 1 2

1 2 1 0 0 2 2 3 1 1 2 1 2 1 9 1 1 0 1 0 1 1 1

1 1

1 1 1 1 2 2 1 1 1 1 2 1 9 1 1 1 1 1 1

1 1

1 1 0 0 1 1 1 2 1 1 3 2 3 1 9 1 0 1 1 0 1 1 1

1 0 4

1 1 1 1 1 2 1 1 2 2 2 1 5 1 0 1 1 1 1 1

1

1 1 0 1 1 1 1 5 0 1 1 2 3 1 3 1 1 0 1 0 1 1 1

1 2 1

2

1 1 1 1 1 1 2 1 1 2 1 1 2 1 1 1 1 1 1

3 1 0 0 0 2 2 5 1 1 2 2 4 1 14 1 2 1 1 0 1 1 3

1 1

1 1 2 7

1 2

1 1 1 1 3 1 1 1 1 1 1 5 1 2 1 1 1 1 3

1 1 1 1

1 1 0 0 0 1 2 1 0 1 1 1 1 1 4 1 1 0 1 0 1 1 2

2

1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 2

 特異災害活動用機械器具等

救助救出活動用機器

か

ぎ

付

は

し

ご

電

気

切

断

器

酸

素

溶

断

器

（

Ｏ

Ｚ

）

電

動

式

切

断

機

（

キ

ー

ス

ト

ン

）

ワ

イ

ヤ

ー

梯

子

ダ

イ

ヤ

モ

ン

ド

チ

ェ

ー

ン

ソ

ー

カ

ー

バ

イ

ト

チ

ッ

プ

チ

ェ

ー

ン

ソ

ー

充

電

式

鉄

筋

カ

ッ

タ

ー

レ

ス

キ

ュ

ー

シ

ョ

ッ

ト

ド

ア

オ

ー

プ

ナ

ー

チ

ル

ホ

ー

ル

張

力

計

バ

ッ

テ

リ

ー

ソ

ー

ペ

ダ

ル

カ

ッ

タ

ー

 (令和5年4月1日現在)

電

気

ド

リ

ル

要

救

助

者

安

全

帯

空

気

工

具

（

2
0
0

型

）

マ

ン

ホ

ー

ル

救

助

器

具

削

岩

機

重

量

物

排

除

器

具

ル

ー

ト

カ

ッ

タ

ー

（

根

切

り

チ

ェ

ー

ン

ソ

ー

）

携

帯

コ

ン

ク

リ

ー

ト

破

砕

器

具
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【第63表】消防活動用資器材の配置状況（２） 

Ⅰ

型

フ

ァ

イ

バ

ー

Ⅱ

型

ボ

ー

カ

メ

3 2 2 10 2 2 2 2 2 7 5 1 225 27 120 100 10

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 3 3 1 3

警 防 課 1

消 防 航 空 隊

訓練研修センター 8 3 3 1 2

計 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 39 0 18 22 1

本 署 （ 警 防 課 ） 1 10 4 7 1

老 松 分 署 1 1 1 15 9 9

松 ヶ 江 分 署 8 3 3

門 司 西 分 署 6 2 3

計 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 1 34 6 28 19 1

本 署 （ 警 防 課 ） 1 16 5 16 10 1

浅 野 分 署 1 8 1 4 5

井 堀 分 署 1 4 4 2

富 野 分 署 1 1 1 1 1 1 1 6 4 2

計 0 1 0 2 0 0 0 0 0 1 1 0 25 2 14 14 1

本 署 （ 警 防 課 ） 2 1 9 2 4 8 1

三 谷 分 署 4 0 2 1

新 曽 根 分 署 1 1 6 6 3

臨 空 分 署 6 2 2

計 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 1 0 28 3 12 9 1

本 署 （ 警 防 課 ） 1 1 1 1 11 3 3 2 1

石 峯 分 署 8 7 3

ひ び き の 分 署 9 2 4

計 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 28 6 13 10 1

本 署 （ 警 防 課 ） 1 1 1 14 6 4 4 1

枝 光 分 署 6 3 3

高 見 分 署 8 6 3

計 1 0 1 2 1 1 1 1 0 1 0 0 42 7 20 16 1

本 署 （ 警 防 課 ） 1 1 11 2 6 3 1

折 尾 分 署 10 1 4 4

黒 崎 分 署 6 1 3 3

上 津 役 分 署 1 1 1 1 1 1 1 6 5 3

金 剛 分 署 9 3 2 3

計 0 0 0 2 0 0 0 0 1 1 1 0 21 0 12 9 1

本 署 （ 警 防 課 ） 2 1 1 1 12 5 6 1

大 谷 分 署 9 7 3

 　　　　　　　　　区分

　所属別

小

倉

北

八

幡

東
八

幡

西

合 計

高度救助用資器材

画

像

探

索

機

電

磁

波

探

査

装

置

 特異災害活動用機械器具等

バ

ル

ー

ン

投

光

器

救

命

ゴ

ム

ボ

ー

ト

地

震

警

報

器

二

酸

化

炭

素

探

査

装

置

戸

畑

小

倉

南

若

松

消

防

局

門

司

ア

ル

ミ

救

命

ボ

ー

ト

熱

画

像

直

視

装

置

地

中

音

響

探

知

機

夜

間

用

暗

視

装

置

多

数

口

放

水

装

置

イ

ン

パ

ル

ス

定

流

量

器

（

ハ

イ

コ

ン

６

５

）

噴

霧

放

水

銃

万

能

斧

(

弁

慶

)
ク

ア

ド

ラ

フ

ォ

グ

・

ノ

ズ

ル
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その他の

機器

六

八

〇

㍑

五

四

五

㍑

九

〇

〇

㍑

111 267 3 3 10 254 1 43 7 4 1 35 47 29 1 1 1 1 33

7 0 1 0 0 0 0 2 0 0 0 7 5 0 1 1 1 1 0

1

2 1 2 4 1 1 1 1

5 1 5 1

18 47 0 0 1 33 0 4 0 1 0 3 6 0 0 0 0 0 0

8 15 1 2 1 3 2

6 16 15 1 2

2 10 9 1 1 1

2 6 7 1 1

23 55 1 0 3 28 0 8 3 0 0 0 7 2 0 0 0 0 0

12 22 1 2 8 3 2 2 2

4 14 1 8 2 2

3 9 6 2 2

4 10 6 1 1 1

12 34 0 1 1 63 1 10 1 1 0 8 4 17 0 0 0 0 18

6 16 1 46 1 4 1 4 1 14 14

1 4 6 2 1 2 2 4

2 9 5 2 1 2

3 5 1 6 2 1 1 1

10 29 0 1 1 10 0 4 2 1 0 3 6 1 0 0 0 0 0

5 12 1 10 1 2 1 2 3

3 8 1 1 1 2 1

2 9 2 1

10 30 0 0 0 32 0 3 0 1 0 4 5 0 0 0 0 0 0

5 14 22 1 1 2 3

2 7 3 1 1 1

3 9 7 1 1 1

18 47 1 1 3 68 0 11 1 0 1 8 7 9 0 0 0 0 15

9 19 1 1 3 41 4 1 4 3 2 12

3 6 4 1 1

2 7 12 2 1 1 3

2 9 5 2 1 1 3

2 6 6 2 1 1 2 4

13 25 0 0 1 20 0 1 0 0 0 2 7 0 0 0 0 0 0

10 15 1 20 1 2 6

3 10 1

 (令和5年4月1日現在)

 林野火災用資器材（各署配置分）

可

搬

式

散

水

装

置

（

ジ

ェ

ッ

ト

シ

ュ

ー

タ

ー

）

草

払

い

機

水

そ

う

六

、

八

〇

〇

㍑

ト

ラ

ン

ジ

ス

タ

ー

メ

ガ

ホ

ン

バケット

エ

ア

ー

テ

ン

ト

空中消火用機器ド

ロ

ー

ン

防

爆

型

携

帯

電

灯

バ
ン
ビ
ー

バ

ケ
ッ

ト

散

水

装

置

用

補

給

ポ

ン

プ

可

搬

式

水

そ

う

（

3

ト

ン

）

小

型

動

力

ポ

ン

プ

双

眼

鏡

長

柄

大

鎌

チ

ェ

ー

ン

ソ

ー

防

じ

ん

メ

ガ

ネ

フ
ァ

イ
ヤ
ー

・
ア

タ
ッ

ク

フ

ロ

ー

ト

ポ

ン

プ

背

負

式

ポ

ン

プ

 林野火災用資器材（林野火災対策倉庫格納分）
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【第 63 表】消防活動用資器材の配置状況（３） 

放

射

線

測

定

器

ポ

ケ

ッ

ト

線

量

計

24 172 11 48 1 2 45 203 34 8 4 52 2 2 10 12 1 3

計 7 128 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

警 防 課 5 122 1

消 防 航 空 隊 2 6

訓練研修センター 1

計 3 5 2 7 0 0 10 20 7 1 0 10 0 0 0 0 0 0

本 署 （ 警 防 課 ） 3 10

老 松 分 署 3 5 2 2 10 10 7 1 10

松 ヶ 江 分 署 1

門 司 西 分 署 1

計 9 24 7 12 1 1 10 35 0 1 1 10 1 1 7 12 1 1

本 署 （ 警 防 課 ） 5 3 10

浅 野 分 署 3

井 堀 分 署 6 14 5 4 1 1 5 15 5 1 1 5 12 1 1

富 野 分 署 3 5 2 2 5 10 1 1 5 2

計 0 0 0 6 0 0 5 48 19 1 1 5 0 0 0 0 0 1

本 署 （ 警 防 課 ） 3 28 10 1

三 谷 分 署 1 10 5

新 曽 根 分 署 1 5 10 4 1 1 5

臨 空 分 署 1

計 0 0 0 6 0 1 5 15 0 2 0 8 0 0 0 0 0 1

本 署 （ 警 防 課 ） 3 1 5 1

石 峯 分 署 2 5 10 2 8

ひ び き の 分 署 1

計 2 5 0 5 0 0 5 20 3 1 0 6 0 0 0 0 0 0

本 署 （ 警 防 課 ） 3 10 2

枝 光 分 署 1

高 見 分 署 2 5 1 5 10 3 1 4

計 3 10 2 7 0 0 5 45 0 1 2 8 1 1 2 0 0 0

本 署 （ 警 防 課 ） 5 3 25

折 尾 分 署 1 10

黒 崎 分 署 1 1 2

上 津 役 分 署 3 5 2 1 5 10 1 1 4 1 1 2

金 剛 分 署 1 2

計 0 0 0 4 0 0 5 20 5 1 0 5 0 0 0 0 0 0

本 署 （ 警 防 課 ） 3 10

大 谷 分 署 1 5 10 5 1 5

化

学

防

護

服

陽

圧

式

化

学

防

護

服

Ｒ

Ⅰ

計

測

器

Ｒ

Ⅰ

防

護

服

防

爆

型

酸

素

欠

乏

ガ

ス

測

定

器

有

毒

ガ

ス

測

定

器

携

帯

型

生

物

剤

検

知

装

置

携

帯

型

生

物

剤

捕

集

器

検

知

管

式

有

毒

ガ

ス

検

知

機

化

学

検

知

紙

携

帯

型

化

学

剤

検

知

機

除

染

シ

ャ

ワ

ー

ガ

ス

警

報

機

（

携

帯

用

）

レ

ス

ク

ト

ー

ン

（

携

帯

用

）

塩

素

ガ

ス

測

定

器

                 区分

　所属別

戸

畑

八

幡

西

八

幡

東

若

松

小

倉

南

小

倉

北

 合　　　　計

 特殊災害用資器材

門

司

防

毒

衣

防

爆

型

排

煙

器

消

防

局
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5 3 1 3 2 20 14 2 10 18 10 30 63 13 1 7 34 88 2000

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 1 0 1 0 5 4 0 2 2 1 7 7 0 0 1 6 13 0

2 5

1 1 5 4 1 2 1 7 7 1 4 4

1 2

2

3 1 1 1 2 6 6 1 0 0 0 1 0 0 0 0 2 14 1300

5

3 1 1 1 2 6 6 1 1 1 1300

2 6

2

0 0 0 0 0 0 0 0 2 3 3 4 26 6 0 0 4 16 0

1 2 1 2 25 2 8

1

3

1 1 2 2 1 4 4 4

2 1 0 1 0 9 4 1 1 2 1 2 5 1 0 1 4 10 0

1 2 1 2 5 1 1 4 5

0 3

2 1 1 9 4 1 2

0 0 0 0 0 0 0 0 2 3 2 5 10 4 1 0 4 12 0

1 2 1 5 7 4 1 6

1 1 1 3 4 3

3

0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 1 4 3 1 0 3 4 15 700

1 3 3 4 4 700

3

1 1 1 1 3 1 3

2

3

0 0 0 0 0 0 0 0 2 6 2 7 12 1 0 2 10 8 0

2 6 2 7 12 1 2 10 6

2

可搬式自動放水銃用

ス

ト

ッ

プ

バ

ル

ブ

（

6
5

×

6
5

㎜

）

専

用

ホ

ー

ス

（

7
5

㎜

×

2
0
m

）

専

用

ホ

ー

ス

（

6
5

㎜

×

1
0
m

）

可

搬

式

自

動

放

水

銃

水

中

ス

ク

ー

タ

ー

水

中

ス

ピ

ー

カ

ー

水

深

計

ジ

ェ

ッ

ト

ス

ク

ー

タ

ー

 (令和5年4月1日現在)

オ

イ

ル

フ

ェ

ン

ス

格

納

分

（

m

）

高

発

泡

器

具

（

ア

ス

ピ

レ

ー

タ

ー

）

耐

熱

服

ダ

イ

ブ

コ

ン

ピ

ュ

ー

タ

水

中

探

査

ソ

ナ

ー

ハ

ロ

ゲ

ン

投

光

器

集

水

管

（

7
5

×

6
5

×

6
5

㎜

）

水

中

携

帯

ラ

イ

ト

 水難救助用資器材  石油コンビナート火災活動用資材

高

発

泡

装

置

分

岐

管

（

6
5

×

6
5

×

7
5

㎜

）

水

中

ラ

イ

ト
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（４）消防水利 

【第 64 表】消防水利の現状 

計
１００ｔ

以上

４０ｔ

以上
計 河川 海 池・湖 プール

計 25,271 22,793 2,283 52 2,231 195 28 12 25 130 42

門 司 2,914 2,676 237 17 220 1 1 17

小 倉 北 3,827 3,485 286 9 277 56 8 6 4 38 1

小 倉 南 4,854 4,401 449 1 448 4 4

若 松 3,113 2,827 268 5 263 18 2 2 2 12 5

八 幡 東 2,324 2,076 234 6 228 14 9 1 4 16

八 幡 西 6,608 5,853 675 3 672 80 6 1 9 64 1

戸 畑 1,631 1,475 134 11 123 22 2 2 2 16 2

専 用

送 水 管

　　　　　　　　　（令和5年4月1日現在）

公設防火水槽 その他の水利
区　分 計

公 設

消 火 栓

（５）消防航空隊 

フランスのエアバスヘリコプターズ社製ヘリコプターを１機保有し、消防航空隊長以下１１人

（隊長１人、操縦士３人、整備士３人、救急救助員４人）の編成により、北九州空港を基地とし

て、ヘリコプターの高速性及び機動力を生かした災害活動等を行っています。 

平成２６年４月１日より、「平日日中運航体制」から土、日及び祝日を含めた「通年日中運航

体制」に移行し、災害対応力の強化を図っています。 

【第 65 表】消防航空隊災害出動状況 

件

数

搬

送

人

員

救

助

人

員

空

中

消

火

飛

行

時

間

件

数

救

助

人

員

空

中

消

火

飛

行

時

間

件

数

搬

送

人

員

飛

行

時

間

件

数

救

助

人

員

飛

行

時

間

件

数

救

助

人

員

飛

行

時

間

59 16 11 0 39:57 21 0 0 12:32 21 16 14:10 17 11 13:15 0 0 0:00
(14) (6) (6) (0) (11:15) (0) (0) (0) (0:00) (6) (6) (3:31) (8) (6) (7:44) (0) (0) (0:00)
44 3 6 2 34:08 30 0 2 24:48 9 3 6:17 5 6 3:03 0 0 0:00
(5) (2) (2) (1) (7:00) (1) (0) (1) (4:35) (2) (2) (1:01) (2) (2) (1:24) (0) (0) (0:00)

増　　　減 15 13 5 ▲2 5:49 ▲9 0 ▲2 ▲12:16 12 13 7:53 12 5 10:12 0 0 0:00

（令和4年中）

令和４年

区　　分

（注）（　）内は、市外への応援出動で内数

計 火 災 救 急 救 助
災 害 業 務

（ そ の 他 ）

令和３年
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【第 66 表】消防航空隊の主な出動 
（令和4年中）

発生日 災害種別 出動場所 活　　動　　概　　要

1月19日
救急

(急病)
小倉北区
大字藍島

　「５０代女性が発熱、呼吸苦」との通報内容で救急出動したもの。
　藍島場外離着陸場に着陸後、傷病者を機内へ収容し、浅野飛行場外離着陸場に着陸、救急隊
へ引き継いだ。

1月21日
救助

(水難)
山口県長門市
油谷後畑

「山口県長門市油谷後畑付近で行方不明者が発生、海中転落の可能性がある」との通報内容
で、山口県から応援要請を受け、「北九州市と山口県の航空消防相互応援協定」に基づき救助
出動したもの。
　約３時間、付近海上部を捜索したが、発見には至らず。
　長門市消防本部との協議により引き揚げた。

2月4日

救助
（山岳）

救急
（一般負傷）

田川郡添田町
英彦山四王寺の滝

付近

　「５０代女性が滑落、腰部痛により下山できない」との通報内容で、田川地区消防本部から
応援要請を受け、「福岡県消防相互応援協定」に基づき救助出動したもの。
　消防航空隊員２人を地上に投入後、傷病者をエバックハーネスを使用して機内に収容し、田
川地区消防本部に着陸、救急隊へ引き継いだ。

2月11日

救助
（山岳）

救急
（一般負傷）

田川郡添田町
英彦山一本杉付近

　「６０代男性が滑落、頭部及び肋骨痛により下山できない」との通報内容で、田川地区消防
本部から応援要請を受け、「福岡県消防相互応援協定」に基づき救助出動したもの。
　消防航空隊員２人を地上に投入後、傷病者をラッピングストレッチャーを使用して機内に収
容し、田川地区消防本部に着陸、救急隊へ引き継いだ。

2月20日

救助
（山岳）

救急
（一般負傷）

直方市永満寺
鷹取山

　「６０代女性が滑落、左足首負傷により下山できない」との通報内容で、直方市消防本部か
ら応援要請を受け、「福岡県消防相互応援協定」に基づき救助出動したもの。
　消防航空隊員２人を地上に投入後、傷病者をエバックハーネスを使用して機内に収容し、市
立八幡病院へ搬送した。

4月3日

救助
（山岳）

救急
（一般負傷）

田川郡添田町
英彦山玉屋神社

　「７０代男性が転倒、胸部打撲により歩行できない」との通報内容で、田川地区消防本部か
ら応援要請を受け、「福岡県消防相互応援協定」に基づき救助出動したもの。
　消防航空隊員２人を地上に投入後、傷病者をラッピングストレッチャーを使用して機内に収
容し、田川地区消防本部に着陸し、救急隊へ引き継いだ。

4月4日
救急

（急病）
小倉北区
大字藍島

　「６０代女性が胸痛」との通報内容で救急出動したもの。
　藍島場外離着陸場に着陸後、傷病者を機内へ収容し、浅野飛行場外離着陸場に着陸、救急隊
へ引き継いだ。

4月17日

救助
（山岳）

救急
（運動競技事

故）

小倉南区大字新道
寺貝殻山

　「３０代男性が運動競技中に転倒、大腿部痛により歩行できない」との通報内容で、救助出
動したもの。
　消防航空隊員２人を地上に投入後、傷病者にエバックハーネスを使用して機内に収容し、市
立八幡病院へ搬送した。

5月3日

救助
（山岳）

救急
（一般負傷）

八幡東区大字前田
花尾山登山道

　「５０代男性が転倒、左下肢負傷により下山できない」との通報内容で、救助出動したも
の。
　消防航空隊員２人を地上に投入後、傷病者にエバックハーネスを使用して機内に収容し、Ｊ
ＣＨＯ九州病院へ搬送した。

5月14日

救助
（山岳）

救急
（急病）

小倉北区大字
足原妙見山

　「４０代男性が山中で倒れている」との通報内容で、救助出動したもの。
　消防航空隊員２人を地上に投入後、傷病者にエバックハーネスを使用して機内に収容し、新
小文字病院へ搬送した。

5月27日
救急

（一般負傷）
小倉北区
大字藍島

　「８０代女性が自宅で転倒、右大腿部痛のため歩行できない」との通報内容で救急出動した
もの。
　藍島場外離着陸場に着陸後、傷病者を機内へ収容し、浅野飛行場外離着陸場に着陸、救急隊
へ引き継いだ。

5月27日
救急

(転院搬送)
八幡東区北九州市

立八幡病院
　７０代女性、市立八幡病院から総合せき損センターへの転院搬送のため救急出動したもの。
　市立八幡病院で傷病者を引継ぎ、総合せき損センターへ搬送した。

6月16日

救助
（山岳）

救急
（急病）

小倉北区大字
足原妙見山

　「８０代男性が登山中に意識を失い、いびき呼吸をしている」との通報内容で、救助出動し
たもの。
　消防航空隊員２人を地上に投入後、傷病者にエバックハーネスを使用して機内に収容し、新
小文字病院へ搬送した。

6月22日
救急

(転院搬送)
小倉北区浅野飛行
場外離着陸場

　０代女児、上部消化管出血により、市立医療センターから九州大学病院への転院搬送のため
救急出動したもの。
　浅野飛行場外離着陸場で救急隊から傷病者を引継ぎ、九州大学病院へ搬送した。

7月2日

救助
（山岳）

救急
（急病）

田川郡添田町
英彦山北岳

　「５０代男性が腹痛により歩行できない」との通報内容で、田川地区消防本部から応援要請
を受け、「福岡県消防相互応援協定」に基づき救助出動したもの。
　消防航空隊員２人を地上に投入後、傷病者をエバックハーネスを使用して機内に収容し、田
川地区消防本部に着陸し、救急隊へ引き継いだ。

7月10日

救助
（山岳）

救急
（急病）

小倉南区大字井手
浦大平山

　「７０代男性が登山中に気分不良により、動けなくなった」との通報内容で、救助出動した
もの。
　消防航空隊員２人を地上に投入後、傷病者にエバックハーネスを使用して機内に収容し、新
小文字病院へ搬送した。

7月12日
救急

（労働災害事
故）

若松区大字安屋
白島国家石油
備蓄基地

　「３０代男性が作業中に左手第二指を負傷」との通報内容で、救急出動したもの。
　白島場外離着陸場に着陸後、傷病者を機内に収容し、新小文字病院へ搬送した。

7月24日

救助
（山岳）

救急
（一般負傷）

直方市頓野
福智山

　「６０代男性が転倒、左足首負傷により下山できない」との通報内容で、直方市消防本部か
ら応援要請を受け、「福岡県消防相互応援協定」に基づき救助出動したもの。
　消防航空隊員２人を地上に投入後、傷病者をエバックハーネスを使用して機内に収容し、市
立八幡病院へ搬送した。
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8月15日
救急

（一般負傷）
小倉北区
大字馬島

　「８０代女性が転倒、左膝負傷のため歩行できない」との通報内容で救急出動したもの。
　馬島場外離着陸場に着陸後、傷病者を機内へ収容し、新小文字病院へ搬送した。

8月30日
救急

(転院搬送)
小倉北区浅野飛行

場外離着陸場

　７０代男性、頚椎損傷のため、健和会大手町病院から総合せき損センターへの転院搬送のた
め救急出動したもの。
　浅野飛行場外着陸場で救急隊から傷病者を引継ぎ、総合せき損センターへ搬送した。

11月21日
救急

（急病）
小倉北区
大字藍島

　「９０代男性が胸痛」との通報内容で救急出動したもの。
　藍島場外離着陸場に着陸後、傷病者を機内へ収容し、浅野飛行場外離着陸場に着陸、救急隊
へ引き継いだ。

12月31日
救急

（急病）
小倉北区
大字藍島

　「９０代男性が呼吸苦」との通報内容で救急出動したもの。
　藍島場外離着陸場に着陸後、傷病者を機内へ収容し、浅野飛行場外離着陸場に着陸、救急隊
へ引き継いだ。

（６）水上消防隊 

高性能の化学消火装置や救急処置室を備えた消防艇「ひまわり」１艇を保有し、小倉北消防署

浅野分署を基地として、北九州市の沿岸地域一帯の安全を確保しています。 

     平成２７年３月から、更新された新「ひまわり」を運用しています。 

【第 67 表】水上消防隊災害出動状況 

件

数

搬

送

人

員

救

助

人

員

航

海

時

間

件

数

救

助

人

員

航

海

時

間

件

数

搬

送

人

員

航

海

時

間

件

数

救

助

人

員

航

海

時

間

件

数

油

災

害

そ

の

他

航

海

時

間

件

数

救

助

人

員

航

海

時

間

令和４年 35 12 45 54:02 6 45 10:34 12 12 20:55 17 0 22:33 0 0 0 0:00 0 0 0:00

令和３年 28 6 1 36:54 11 0 16:50 7 6 10:31 10 1 9:33 0 0 0 0:00 0 0 0:00

増　　減 7 6 44 17:08 ▲ 5 45 ▲6:16 5 6 10:24 7 ▲ 1 13:00 0 0 0 0:00 0 0 0:00

（令和4年中）

火災原因調査救　　助 警戒等その他災害
   項目

 年別

計 火災出動
救急

（あかきゅう）

【第 68 表】水上消防隊の主な出動 

（令和４年中）

発生日 災害種別 出動場所 活　　　　動　　　　概　　　　要

4月25日
救急出動

（あかきゅう）
小倉北区

藍島
　７０代女性が発熱との通報で出動し、消防艇基地まで搬送した。

4月27日
救急出動

（あかきゅう）
小倉北区

藍島
　１０代女性が発熱との通報で出動し、消防艇基地まで搬送した。

4月27日
火災出動

（船舶火災）

小倉北区

西港町沖合い

　関門航路を航行していた１９トンの旅客船の機関室から出火したとの通報で出動し、旅客船の乗船

者４５名を救出後、機関室の消火活動を実施した。

8月17日
救急出動

（あかきゅう）

小倉北区

藍島
　９０代女性が気分不良との通報で出動し、消防艇基地まで搬送した。

9月4日
救急出動

（あかきゅう）
小倉北区

藍島
　８０代男性が気分不良との通報で出動し、消防艇基地まで搬送した。

11月1日
救助出動

（水難救助）
八幡西区
築地町

　車が海に転落したとの通報で出動し、要救助者の検索活動及び海上の警戒活動を実施した。

11月11日
救急出動

（あかきゅう）
小倉北区

藍島
　８０代男性が発熱との通報で出動し、消防艇基地まで搬送した。

11月26日
救急出動

（あかきゅう）
小倉北区

藍島
　９０代女性が腰部痛との通報で出動し、消防艇基地まで搬送した。
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（７）広域応援体制 

【第 69 表】緊急消防援助隊運用状況 

（令和5年4月1日現在）

隊種別 指揮支援隊 航空指揮支援隊
都道府県大隊

指 揮 隊

エネルギー産業基盤災

害即応部隊指揮隊

ＮＢＣ災害

即応部隊指揮隊
消火小隊 救助小隊 合  計

隊　数 3 1(1) 1(1) 1 1 14 3
人　数 12 4(4) 4(4) 4 4 70 15

隊種別 救急小隊 後方支援小隊 特殊災害小隊 特殊装備小隊 水上小隊 航空小隊 航空後方支援小隊

隊　数 5 7 6 5 1 1 1
人　数 15 24 23 21 5 7 4

(注)（　）内は内数で、重複登録の数。航空指揮支援隊は航空後方支援小隊と重複登録、都道府県大隊指揮隊はＮＢＣ災害即応部隊指揮隊と重複登録している。

50(2)隊

212(8)人

【第 70 表】応援等の協定締結状況（消防局） 

(令和5年4月1日現在)

協 定 名 締 結 年 月 日 締 結 先

福岡県消防相互応援協定
Ｈ 1. 3.25

【再】Ｒ 2. 4. 1
県内24消防本部（29市29町2村）（北九州市含む）

直方市、北九州市消防相互応援協定
Ｓ38. 2.10

【再】Ｈ30. 8. 1
直方市

北九州市、苅田町消防相互応援協定 Ｓ39.11. 1 苅田町

北九州市、中間市消防相互応援協定 Ｓ40. 4. 1 中間市

遠賀・中間地域広域行政事務組合と北九州市との消防

相互応援協定

Ｓ46.10. 1

【再】Ｓ57. 6. 1
遠賀・中間地域広域行政事務組合

下関市と北九州市との消防相互応援協定
Ｓ49. 1.17

【再】Ｈ17. 4. 1
下関市

北九州市と福岡県田川地区消防組合との相互応援協定 Ｈ18. 4. 1 田川地区消防組合本部

北九州市と直方・鞍手広域市町村圏事務組合との消防

相互応援協定
Ｈ27.9.30 直方・鞍手広域市町村圏事務組合

高速自動車道における消防相互応援協定書
Ｓ61.10.15

【再】Ｈ26. 9.30
県内18消防本部（北九州市含む）

下関市と北九州市との消防相互応援協定に基づく高速

自動車道における災害時の覚書

Ｈ12. 3.24

【再】Ｈ17. 4. 1
下関市消防局

九州自動車道等における消防業務に関する覚書
Ｓ55. 6.17

【再】Ｓ59. 3.19

直方市消防本部、直方・鞍手広域市町村圏事務組

合消防本部、日本道路公団福岡管理局下関・八幡

管理事務所

九州自動車道（下り）古賀ＳＡ内場外離着陸場の運用

に関する申し合わせ事項
Ｈ15. 1.23

日本道路公団九州支社、福岡市消防局、粕屋北部

消防本部、直方・鞍手広域市町村圏事務組合消防

本部、学校法人久留米大学

北九州市と山口県の航空消防相互応援協定 Ｈ22.11. 1 山口県

トヨタ自動車九州㈱小倉工場に係る消防事務の執行に

関する確認
Ｈ19. 8.28 苅田町消防本部

ＧＲＡＮＤ　ＭＡＬＬに係る消防事務の執行に関する

確認
Ｈ22. 6.15 遠賀郡消防本部

ＳＦＪ　メンテナンスセンターに係る消防事務の執行

に関する確認
Ｈ25. 2.22 苅田町消防本部

火災等に関する北九州市消防局と西部ガスとの申し合

わせ
Ｈ 5. 8.31 西部ガス㈱

門司海上保安部と北九州市との船舶火災の消火に関す

る業務協定

Ｓ45.11. 1

【再】Ｓ49. 9. 5
門司海上保安部

若松海上保安部と北九州市との船舶火災の消火に関す

る業務協定

Ｓ45.11. 1

【再】Ｓ49. 9. 5
若松海上保安部

北九州市小倉北区馬島及び藍島等離島の災害出動に関

する覚書
Ｈ 8. 8. 1 門司海上保安部

北九州市若松区白島の災害出動に関する覚書 Ｈ 8. 8. 1 若松海上保安部

消防無線設備等に関する覚書 Ｈ28. 6. 1 西日本高速道路株式会社 九州支社

北九州市消防局と一般社団法人福岡県解体工事業協会

北九州支部との消防活動の協力に関する協定

Ｈ21. 1.17

【再】Ｒ5．3．22
(社)福岡県解体工事業協会北九州支部

北九州市国際消防救助隊員の派遣要請時に関する協力

の覚書
Ｈ21. 4. 7

(株)日本航空インターナショナル福岡空港支店、

(株)スターフライヤー
北九州市と社団法人北九州市医師会との災害医療救護

に関する協定
Ｈ 9．9. 1 社団法人北九州市医師会

暴力を許さない北九州市の実現に向けた相互協力に関

する協定
Ｈ21. 8.18 福岡県警察北九州市警察部

海上、陸域における危険物災害等に関する協定 Ｈ29．4.11 一般財団法人　海上災害防止センター

水難事故に関する協力等の覚書 Ｈ14. 9.18
長浜漁業協同組合、平松漁業協同組合、藍島漁業

協同組合、馬島漁業協同組合

ＮＢＣ災害対策に関する協力等の協定 Ｈ20. 1.21

三菱ケミカル(株)、日鉄ケミカル＆マテリアル

(株)、日揮触媒化成(株)、国立大学法人九州工業

大学、公立大学法人北九州市立大学

消防活動の協力等に関する協定 Ｈ21. 1.16 （一社）福岡県解体工事業会北九州支部

北九州市域における周産期医療に関する協定 Ｈ21. 7.30 国立病院機構小倉医療センター

災害時における駐車場の一時使用に関する協定書 Ｈ25. 6. 4 (株)サンリブ

九州地区国際消防救助隊合同訓練に関する協議書
Ｈ 5. 3. 1

【再】Ｈ18. 4. 1

福岡市、佐賀中央広域連合、長崎市、佐世保市、

熊本市、大分市、宮崎市、鹿児島市の各消防局

福岡県広域航空消防体制の整備に関する協定 R4. 6.24 福岡県、福岡市

北九州空港緊急時対応計画に基づく消火救難活動に関

する協定
R4. 9. 7 国土交通省大阪航空局北九州空港事務所、苅田町
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【第 70 表】応援等の協定締結状況（危機管理室） 

(令和5年4月1日現在)

協 定 名 締 結 年 月 日 締 結 先

21大都市災害時相互応援に関する協定
Ｈ18.10.26

【再】Ｈ24.10. 1
東京都及び政令指定都市

災害時における福岡県内市町村間の相互応援に関する基本協定 Ｈ17. 4.26 福岡県内市町村

福岡県北九州市と鹿児島県南九州市との間における災害時等の相互応援

に関する協定
Ｈ23.10.17 鹿児島県南九州市

石油基地自治体協議会加盟団体災害時相互応援協定 Ｈ23. 7.12
石油基地自治体協議会加盟団体

（57市町の内52市町）

大規模災害時における相互協力に関する覚書 Ｈ24.11. 1 西日本高速道路㈱九州支社

災害時における北九州市内郵便局と北九州市間の相互協定に関する覚書 Ｈ12. 4.17 日本郵便㈱北九州中央郵便局

九州大学西部地区自然災害資料センター及び西日本工業大学地盤工学研

究所と北九州市消防局との防災の協力等に関する覚書
Ｈ14. 2.15

九州大学西部地区自然災害資料センター、

西日本工業大学地盤工学研究所

アマチュア無線による災害時応援協定
Ｈ 9. 1.16

【再】Ｈ14．3. 7
(一社)日本アマチュア無線連盟福岡県支部

災害時における生活必需物資等の供給に関する特別協定
Ｈ18. 8.30

Ｈ19. 8.30
市内物品販売企業（スーパー、百貨店）12社

災害時における応急生活物資等の供給等に関する協定 Ｈ25. 9. 1 株式会社ファミリーマート

災害時における物資等支援に関する協定 Ｒ 2. 2.26 コストコホールセールジャパン㈱

避難所における情報収集及び停電対策等の支援に関する協定 Ｈ20.12.18 (一社)北九州電設協会

電気自動車を活用したSDGs連携協定 Ｒ 2. 6.22 九州電力グループ2社、日産自動車グループ5社

災害時における小倉競馬場施設等の提供と利用に関する覚書 Ｈ15. 1.15 日本中央競馬会小倉競馬場

災害時における物資輸送等の支援に関する協定等
Ｈ20. 7.25

Ｈ27.11.11
民間物流企業8社

災害時における緊急輸送の協力に関する協定 Ｈ24. 6. 1 (公社)福岡県トラック協会

災害発生時における地域支援のための人員及び車両等の提供に関する協

定
Ｒ 3. 3. 1 ㈱ジェイコム九州

災害に関する対策のための放送要請に関する協定
　Ｈ 9. 1.16

Ｈ14. 5. 1
放送局12社

災害時における応急対策の支援に関する協定 Ｈ23. 2. 1 北九州市防水工事業協同組合

地震・津波等の災害時における施設の使用に関する覚書 Ｈ24. 9. 1 ＴＯＴＯ㈱

災害時における施設の使用に関する協定 Ｒ 1. 6. 4 ㈱サンレー

災害時等における施設等の使用に関する覚書 Ｒ 3. 3.31 イオンモール㈱イオンモール直方

大災害時における北九州市災害対策本部への九州電力の社員派遣（リエ

ゾン）に関する申し合わせ
Ｈ20. 6.26 九州電力㈱北九州支店

大災害時における北九州市災害対策本部への西部ガスの社員派遣（リエ

ゾン）に関する申し合わせ
Ｈ21. 9. 1 西部ガス㈱北九州支社

北九州市対策本部への社員派遣に関する申し合わせ Ｈ23. 9. 1 西日本電信電話㈱北九州支店

災害時に係る情報発信等に関する協定 Ｈ26. 2. 6 ヤフー㈱

北九州市と学校法人九州国際大学との防災対策に関する協定 Ｈ26. 3.11 学校法人九州国際大学

災害時における石油類燃料の供給等に関する協定 Ｈ26. 3.11 福岡県石油商業・協同組合北九州支部

特設公衆電話の設置・利用等に関する覚書 Ｈ26. 3.11 西日本電信電話㈱北九州支店

災害時における地図製品等の供給等に関する協定 Ｈ27. 3.11 ㈱ゼンリン

公立大学法人北九州市立大学と北九州市との防災に関する協定 Ｈ27. 3.11 公立大学法人北九州市立大学

災害時におけるLPガス等の供給に関する協定 Ｈ27. 3.31
福岡県北九州地区LPガス協会、

北九州エルピーガス事業協働組合

災害時における支援に関する協定 Ｈ27.11.11 山九㈱九州エリア

北九州緊急物資輸送センターの使用に関する協定 Ｈ28. 5.18 (公社)福岡県トラック協会

災害時における支援に関する協定 Ｈ28. 6. 2 北九州市塗装協同組合

無人航空機による災害対策活動に関する協定
Ｈ29. 3.28

Ｈ30. 3.15
市内事業者13社

九州市長会における災害時相互支援プラン Ｈ29. 5.11 九州内の市

広域・大規模災害時における指定都市市長会行動計画 Ｈ26. 4. 1 政令指定都市

応急対策職員派遣制度及び災害マネジメント総括支援員制度 Ｈ30. 4. 1 総務省

SDGs防災サポートに関する協定 Ｒ 3. 3.23 SDGs防災サポート協力企業・団体8者

災害時における施設及び敷地の使用に関する協定
Ｒ 3. 4. 5 公益財団法人北九州観光コンベンション協会

災害時等における施設等の使用に関する覚書 Ｒ 4. 4.11 イオンモール株式会社

災害時における電気の保安に関する協定 Ｒ 5. 1.31 一般財団法人 九州電気保安協会北九州支部


